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第1章計画の概要

1 計画の背景・目的

(1)背景

急速な少子高齢化による人口減少時代を迎え、2040年には日本の65歳以上の高齢

者人口がピークになるとされている。

地域が抱える課題も複雑化、多様化する一方、労働人口が減少する中でも、先端技術

の活用により生産性を向上することで、サーピスを継続して提供できるよう、企業や行

政においてデジタノWヒの推進が求められてきた。

このような中、新型コロナウイルス感染症の拡大により、ライフスタイルや働き方な

ど、社会の前提が大きく変容したことにより、行政や様々な分野でデジタノWヒへの対応

の遅れが課題として浮き彫りとなったことから、最新のデジタル技術を活用し、仕事の

やり方や組織のあり方までも変革するような、デジタル・トランスフォーメーション(D

X)知への取組みがよゆ一層求められている。

本市では、高齢者人口が2025年にピークを迎える見込みであるなど、全国より早い

ペースで高齢化が進んでぃるほか、若い世代の転出超過や少子化も進展しており、労働

力の絶対量の不足は、本市の産業全体に影響を及ぽすものである。地場企業や長崎市は、

最新のデジタル技術を活用し、仕事のやり方や組織のあり方までも変革するような、デ

ジタル.トランスフォーメーション(DX)を強力に進めていかなけれぱならない。

(2)目的

労働力の絶対量が不足する人口減少時代へ備えるとともに、新型コロナウイルス感染

症を契機に急速に進むデジタル社会へ対応し、市民の暮らしやすさや訪れる人の過ごし

やすさに貢献するため、様々なデータや10T※2、ロポット、 A1蜘等といった先端

技術を長崎の産業や生活に取り入れ、地域経済の発展と地域課題の解決を実現する「都

市のデジタル化」と、先端技術を活用し業務等を標準化することで持続可能な形で行政

サーピスを提供していく「行政のデジタノWヒ」を戦略的かつ計画的に推進することで長

崎市全体が変革することを目的とする。
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2 計画の位置づけ

長崎市第五次総合計画の下位計画として、総合計画で掲げる目指すべき都市像「イ固性輝

く世界都市」「希望あふれる人間都市」の実現をデジタノWヒの側面から支援するための計

画とし、各分野の個別計画を横断的につなぎ合わせる「横串」としての役割を持たせる。

分野別

長市第五次合三画

地方自治

細斉

なお、官民データ活用推進基本法(平成28年法律第 103号)第9条第3項において、

市町村における官民データ活用の推進に関する施策の基本的な計画の策定が努力義務と

されており、同法が地方に求める施策を本計画に含むことにより、「市町村官民データ活

用計画」にも位置づける。

(

教育

....

*地方に求める施策と本計画における表記

地方に求める施策

手続における情報通信の技術の利用等

官民データの容易な利用等

個人番号力ードの普及及び活用

利用の機会等の格差是正

情報システムに係る規格の整備及び互換

性の確保等

本計画での表記

行政手続のオンライン化

オープンデータ※4の推進

マイナンバーカードの普及・活用

デジタル・ディバイド※5対策

情報システムの標準化・共通化

個
別
計
画

個
別
計
画

個
別
計
画

(
仮
)
長
嶋
市
D
X
推
進
け
画
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別
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3 画の期間

令和4 (2022)年度~令和 12 (2030)年度

2022年

(R4)

1 2023年1 2024年
(R5) 1 (R6)

長崎市第五次総合計画

2025年

(R7)

^

(仮)市DX推進画 2侃2(令和4)年~2仍0(令和12)年

二目二
」ゴニ

2022Ξ

(戸41

2026年

(R8)

.

施第
2024圧

t戸'6'

Ω舞Ω
2027年1 2028年1 2029年1 2030年
(R9) 1(RI0) 1(R11) 1(R⑫

※デジタル技術の進展、社会変容に対応し、必要に応じて毎年度見直し

4 推進体制

市長を本部長とする長崎市デジタル・トランスフォーメーション(DX)推進本部が、

DXに関する施策の総合的な推進の役割を担うこととし、各部局力炉斤管する取組みや、部

局を超えた横断的な取組みを推進していくこととする。

2022(令和4)年~2030(令和12)年

※1 デジタル・トランスフォーメーション(DX)

「デジタルによる変革」を意味し、 1Tの進化にともなって新たなサーピスやピジネ

スモデルを展開することでコストを削減し、働き方改革や社会そのものの変革につなげ

るもの。

※ 2 10T

Internet ofthingSの略。人を介さず、自動車、家電などあらゆるモノがインターネ

ツトにつながり、情報のやり取りをすること。

※ 3 AI

Arヒi打da11nte11igence の略。人工知能。
※4 オープンデータ

行政や公共機関などが保有する地理空間情報、防災・減災情報、統計情報といった公

共性の高いデータのうち、「機械判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルー

ルで公開されたデータ」のこと。

※5 デジタル・ディバイド

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間

に生じる格差。

...



、

第2章国・長崎県の動向

1 国の動向

(1)経済発展と社会的課恩の解決を両立するSodety5.0の実現へ

国は、第5期科学技術基本計画(平成 28 (2016)年1月策定)で、 society5.0※1

を提唱し、 10T、ロボット、 A1やピッグデータ※2といった社会のあり方に影響を及

ぽす新たな技術を、あらゆる産業や社会生活に取り入れ、経済発展と社会課題解決を両

立していく新たな社会の実現を目指している。

(2)官民データ活用推進基本法等の制定

平成28 (2016)年12月、官民データの適正かつ効果的な活用の推進を目的として

官民デー、タ活用推進基本法が施行され、国民が安全で安心して暮らせ、豊かさを実感で

きるデジタル社会の実現を目指し、基本的施策として行政手続等のオンライン化原則や

オープンデータの推進等が明記された。

令和元(2019)年12月には、「情報通信技術を活用した行政の推進等に関する法律

(デジタル手続法)」・(平成14年法律第151号)が施行され、デジタル技術を活用した

行政の推進の基本原則として、「デジタルファースト(個々の手続・サーピスが一貫し

てデジタルで完結する)」「ワンスオンリー.(一度提出した情報は、二度提出することを

不要とする)」「コネクテッド・ワンストップ(民間サービスを含め、複数の手続・サー

ピスをワンストップで実現する)」を掲げてぃる。

4

(3)コロナ禍を契機にデジタノWヒが加速

令和2 (202の年7月、新型コロナウイルス感染拡大を踏まえ、官民データ活用推

進基本計画が改訂され、1Tやデータを活用した感染拡大阻止に取り組むとともに、長

期間又は断続的な接触機会の減少の中にあっても、社会が機能し、経済が成長可能とな

るよう、テクノロジーを駆使した災害対応を進め、デジタノⅢヒによる社会の強靭化を図

ることとされた。

同年12月に策定された「デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針」では、デジ

タル社会の目指すピジョンとして、「デジタルの活用により、一人ひとりの二ーズに合

つたサーピスを遡武ことができ、多様な幸せが実現できる社会」が掲げられるとともに、

「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を進めることとされた。

同日、デジタル社会の実現に向けた改革の基本方針を踏まえ、「デジタル・ガバメン

ト実行計画」が改正され、自治体の清報システムの標準化・共通化の推進や行政手続の

オンライン化等を盛り込み、デジタル・ガバメントの取組みを加速することとされた。



また、国は、自治体が重点的に取り組むべき事項・内容を具現化するととも{こ、国に

よる支援策等を取りまとめた「自治体デジタル・.トランスフォーメーション(DX)推

進計画」を策定し、自治体の情報システムの標準化・共通化や、行政手続のオンライン

化など6つの重点取組事項や、自治体DXの取組みとあわせて地域社会のデジタjレfヒと

デジタル・ディバイド対策を取り組むべき事項として示した。

(4)デジタル庁の設置

令和3'(2021)年5月12日にデジタル社会形成基本法やデジタル庁設置法を含むデ

ジタル改革関連6法が成立し、同年9月1日はデジタル庁が設置された。「誰一人取り

残さない、人に優しいデジタル化を。」をミッションに掲げ、デジタル社会形成の司令

塔として、未来志向のDXを大胆に推進し、デジタル時代の官民のインフラを今後5年

で一気阿成に作り上げることを目指している。

2 長崎県の動向

(1)県民が安全で安心して薯らせ、豊かさを実感できる推靭なデジタル社会の実現

県は、令和3年3月に「ながさき Society5.0 推進プラン」を策定し、 2040年問題

をはじめ、中長期的な視点から、本県が直面する地域課題をしっかりと認識し、あらゆ

る分野において、積極的かっ能動的にICT浦の利活用による課題解決、デジタル・ト

ランスフォーメーション(DX)の推進を実行し、県民の豊かで質の高い生活及ぴ産業
.

振興、地域活性化が図られる、 society5.0の実現を目指すこととしている。

本市に関連する取組みとして、県は、この「ながさきSociety5.0推進プラン」に基

づき、県内市町と共同し、スマート社会の礎となる、行政と民間が有する様々なデータ

の集積・共有・活用を可能とする「データ連携基盤」を、令和3年度中に構築すること

としている。

※ I society5.0

狩猟社会(society l.0)、農耕士会(soclety 2.0)、工業社会(society 3,0)、情報

社会(society4.0)に続く、新たな社会を指すもので、第5期科学技術基本計画におい
て我が国がめざすべき未来社会の姿とレて初めて提唱された言葉。仮想空間と現実空間

を高度に融合させたシステムによゆ、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中

心の社会(sociew)。

※2 ピッグデータ

イ走来の構造化データ(Exce1等)と異なり、テキスト・音声・動画・画像・SNS・web

5
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ページなどから得られるデータ含む様々な種類・形式のデータによって構成された巨大

なデータ群のこと。

※3 1CT

Information & communlcations Techn010gy の略。情報通信技術。

1
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第3章本市を取り巻ぐ情報化の動向とこれまでの取組状況

1 本市を取り巻ぐ情報化の動向

インターネットは、これまでも生活を支えるものであったが、新型コロナウイルス感染

症の拡大に伴い、テレワークや在宅学習など、非対面・非接触での新しい生活様式に不可

欠な高速・大容量の通信が可能な光回線の整備が急務となった。

このことを受け、国は、 society5.0 を支えるインフラとして進めていた光回線の整備

を前倒しすることとし、この国の補助事業を活用する電気通信事業者を長崎市も財政支援

することで光回線の整備を進めており、令和4年度には市内全域で光回線による超高速イ

ンターネットが利用できるようになる。

令和3年11月に開業した「出島メッセ長崎」は、大容量の光ケーブルを施設内に引き

込み、 10GbpS刈のインターネット環境が整ったM IC E※2施設である。 5G※3基地局も

随時設置することとしており、りアル・オンラインのハイブリッド会議、 e スボーツ知

など、多様な催事に対応できる。

長崎は知の拠点が充実してきており、長崎大学は令和2年4月に情報データ科学部を設

置し、長崎県立大学は平成28年4月に日本初の清報セキユリティ学科を設置するととも

に、令和5年度には情報セキュリディ産学共同研究センターの開設を予定しているなど、

情報系人材の教育環境が整っている。

また、長崎県が新たな基幹産業の創出を目指す産業分野のひとつとして「AI・10T・

ロボット関連産業」が位置付けられている中、情報通信関連企業の立地が相次いでいる。

7

2 本市のこれまでの取組状況

本市の情報化推進については、平成23年度{こ策定した「長崎市情報化推進計画」に基

づき、取り組んできた。

本計画は、長崎市第四次総合計画に定める将来の都市像の実現に向け、様々な施策や事

業を情報化の側面から支援し、市民の利便性や満足度の向上を図ることを目標とし、「情

報発信力強化」、「産学官民協働による地域倩報化推進」、「情報化推進による安全・安心で

豊かな生活の実現」、「行政事務の効率化・簡素化による市民サーピスの向上」の4つの柱

を基本として、基幹業務システムのオープン化などに取り組むとともに、総合計画に定め

る基本施策や個別施策の実施にあたり、各部局におけるICTの有効な利活用や検討など

の取組みを支援してきた。

また、国の制度改正やマイナンバーなど新たな制度への対応をはじめ、年金機構の盾報

漏洩を受けて求められたセキュリティ対策の強化など、直近の課題に対して適時対応して

きたところである。
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※l bps

データ転送の速度を表す単位で、1秒あたり何ピット転送されるかを示す。インター

ネツトや携帯電話の通信速度などを表す際に使われる。

※2 MICE

M ICEとは、企業等の会議(Meeting)、企業等の行う報奨・研修旅行(インセンテ

イブ旅行、1ncentlveTravel)、国際機関・団体、学会等が行う国際会議(convention)、

展示会・見本市、イベント(Exh山忙10n/Event)の頭文字を使った造語で、これらのピ

ジネスイベントの総称。

※3 5G

第5世イt移動通信シスデム。高速大容量、低遅延、多数同時接続の特徴を持つ。

※4 eスポーツ

エレクトロニツク・スボーツの略。電子機器を用いて行う娯楽、競技、スポーツ全般

を指す言葉であり、コンピューターゲームをスボーツ競技として捉える際の名称。

、

、

8



ノ

第4章デジタル化の進展による社会変容

世界的にデジタノWヒが進展する中、様々なICT企業(デジタル・プラットフォーマー)

が誕生し、これまでになかった技術やサーピスが生み出され、社会の前提やライフスタイ

ルが大きく変化しようとしている。この変化の兆候も踏まえ、 2030年までにデジタノ師ヒ

の進展により起こりうる社会を描いておく。

1 データが活用される社会

現実の世界から収集した様々なデータが活用され、サイバー空間・(イ反想空問)とりアル

空間(現実空間)を融合させることで、経済発展と社会的課題の解決が図られる

Society5.0 の実現に向かっている。

〔関連〕 A I、 10T、デジタルツィン※1、ピッグデータ、オープンデータ

2 新しい技術やサービスで、薯らしやすさが向上している社会

自動化、無人化や遠隔診療などの新たな技術やサービスが、社会に実装され、暮らしや

すさが向上している。

〔関連〕 5G、ドローン、自動運転、遠隔診療、ロポット

9

3 あらゆるモノがサービスとして利用される社会

モノの「所有」から「利用」への変化がさらに進み、身の周りにあるあらゆるモソがサ

ービスとして利用され、所有しないごとが当たり前となり、必要なモノが、必要なときに

必要なだけ、サーピスとして利用される。

〔関連〕サーキュラーエコノミー※2、シェアリングエコノミー泌、サブスクリプシヨ

i

4 様々な価値観を持つ人が活躍する社会

これまでの常識や価値観にとらわれない人が、社会にその個性や才能を認められ、新し

い価値を生み出そうと挑戦し、活躍している。

〔関連〕オープンイノペーション※5、ダイバーシティ※6、'インクルージョン※7

5 リアルの価値カミ再評価される社会

様々な分野でデジタノWヒ、バーチャノWヒが進む一方で、デジタルでは代替できない、リ

アルでの交流や体験の価値が再三判面される。

〔関連〕ワーケーション※8、関係人口※9、ニューツーリズム※1゜

※4ン



、

※1 デジタルツイン

現実の社会から収集した様々なデータを、まるで双子であるかのように、仮想の空間

(コンピュータ上)で再現する技術のこと。

※2 サーキユラーエコノミー

循環型経済。製品、素材、資源の価値を可能な限り長く保全・維持し、廃棄物の発生

を最小限化する経済シスデムのこと。

※3 シエアリングエコノミー

個人や企業が持つモノや場所、スキルなどの有形・無形資産を、必要な人に提供した

り、共有したりする新しい経済の動きのことや、そうした形態のサーピスのこと。

※4 サブスクリプション

定額料金を支払い利用するコンデンツやサービスのこと。商品を「所有」ではなく、

一定期間「利用」するビジネスモデル。

※5 オープンイノベーション

異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サービス、ノウハウ、データなどを組み合わ

せ、革新的なビジネスモデル、サーピス開発、キ且織改革、地域活性化等につなげるイノ

ベーションの方法論のこと。

※6 ダイバーシティ

多様性・相違点・多種多様性などの意味を持つ言葉。

※フインクルージョン

「包括」「包含」「一体性」などの意味を持つ言葉。多様な人々が互い{こ個性を認め、

一体感を持って活動している状態。

※8 7ーケーション

「ワーク」と「バケーション」を組み合わせた造語。観光地やりゾート地でデレワー

クを活用し、働きながら休暇をとる過ごし方。

※9 関係人口

地域と多様にかかわる人々を指す言葉。

※10 ニユーツーリズム

1延来の旅行とは異なり旅行先での人や自然との触れ合いが重要視された新しいタイプ

の旅行のこと。
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第5章目指す姿

デジタル社会の進展は、'長崎市にとづて地理的な制約を取り除き、開港以来450年の

間、交流にょり新たな価値を創造して栄えてきた歴史や文化、風土など、まちの個性や強

みを更に向上させる好機である。

このデジタノⅨヒの進展にともなう社会変容へ的確に対応し、長崎のまちづくりをテジタ

ノⅨヒの側面から支えることで、どのようなまちとしたいのか、 2030年の長崎市の目指す

姿を描く。

1 デジタル技術で人と人とがつながり、自分らしくいられるまち

デジタル技術でその困りごとが解決され、多様なコミユニティにおける人と人とのつな

がりが深まり、広がることで、互いを認め合い、自分らしくいられる住みやすいまちとな

つています。

2 デジタル技術が生活に溶け込み、便利で薯らしやすいまち

生活のあらゆる場面で、デジタル技術を活用した様々なサービスが提供され、利用者は、

特段意識せずその恩恵を享受し、長崎に合ったコンパクトで暮らしやすいまちとなってい

ます。サーピスの利用は個人で選択できるため、一人ひとりの価値観に合わせて、暮らし

方を選択するごとができます。

3 データの活用により、新たな産業・サービスが生まれるまち

行政や企業などが持っ様々なデータが活用され、市内企業の経営改革や新規事業の創出

にっながっています。情報系企業の進出や起業が増えるとともに、既存産業との連携が進

み、本市の産業全体がゞデジタノWヒにより活性化しています。

゛

4 次代を担う若者たちが国内外を舞台に活躍するまち

全国から夢や希望を持つ人材が集まり活躍した、かつての長崎のように、学都・長崎で

教育を受けた様々な能力や個性を持つ若者たちと国内外から集まった若者たちが長崎で

交流し、 A1などの先端技術を駆使して、国内外を鑓台に活確し、いきいきと薯らしてい

ます。その活躍が世界から多様な人材を呼び込み、脈々と引き継がれる交流からイノベー

ションが生まれるまちとなっています。

5 デジタル技術で新たな楽しみ方を創出し、人をひきつけているまち

デジタル技術を活用し、世界に通じる独自の歴史・文化などまちの魅力は、更に向上し

てぃます。100年に一度の変革で進化したまちは、これまでになかった体験や楽しみが増

11



国内外から人が集まるまちとなっています。え.、

12

6 行政DXにより、質の高い市民サービスが提供されるまち

市役所自ら挑戦して、行政のデジタル化を進めており、市民が利用しやすぃ市役所に変

革し、市内事業者のデジタノWヒも牽引しています。変革により生まれた時間や財源は、市

民に還元され、これまで以上に良質なサービスが提供されるまちとなってぃます。

デジタル化を進めるうえで大切なこと

デジタル化は「人々の暮らしを豊かにする」「人々の生命や安全を守る」「人々を成

長させる」など、人に貢献する手段であゆ、デジタル化社会の中心となるのは「人」

です。

また、デジタノWヒ社会においては、資源となり、イノベーションによる新たな価値

を創造するものは、様々な「データ」です。

このような、データを利活用して人々が安全にかつ安心して豊かな生活を送るため

には、「セキユリテイ」が確保され、しっかりと守られている必要があります。

,
.

、
.



第6章基本方針

デジタル社会の進展という好機を活かし、本市の目指す姿を実現するため、次のとおり

基本方針を定める。

1 デジタル・デイバイドをつくらない

誰もが自分らしく豊かな生活を送れる社会を目指し、インターネット等のデジタル1劃村

を利用できる人とそうでない人との間に情報格差(デジタル・ディバイド)が生じないよ

う、誰一人取り残さない、人にやさしいデジタノWヒを推進します。

〔分野伊D 医療・福祉・防災等

2 薯らしを支える基盤の最適化

様々なヒト・モノ・コトを、.デジタル技術でつなげることで、利便性や生産性を向上さ

せ、生活を支える都市機能を最適化し、持続可能なまちを構築します。

〔分野例〕交通・物流・環境・農林水産業等

3 活躍の機会を創出

様々なデータを活用できる場を提供するとともに、企業や大学をつなぎ、多様な活耀の

機会も創出することで、志を持った誰もが失敗を恐れずに挑戦できる環境をつくります。

〔分野例〕産業・都市OS等

4 変化に対応できる人材の育成

次代を担う若者や子どもたちが、変化が激しく、先行きが見通せない不確実な社会を生

きる力を身に付けるとともに、その能力を伸ぱし、いかんなく発揮できるよう、学びと成

長を支えます。

〔分野例〕子育て・教育等

ず

5 まちの魅力向上

デジタル技術により、まちの魅力を磨き上げるとともに、これまで悔ない体験や楽しさ、
、

過ごしやすさを提供し、国内外の人から選ぱれるまちにします。

〔分野例〕観光・移住促進等

13

6 スマート市役所への変革

まちの基盤となる市役所が自ら挑戦し、相手の時間を套わない、いつでもどこでも利用

できるスマート市役所に変革し、職員でないとできない仕事を充実させていきます。

〔分野例〕行政等

.

.



第7章基本施策

ーー四 デジタル・ディバイドをつくらない

1 デジタル活用を支援する

(・1)現状(i果題)

デジタル化の進展や新型コロナウイルス感染症がもたらすニューノーマル※1を背景

に、市民の生活スタイルや社会経済システムは急激に変容しつつある。しかしながら、

このデジタル社会へ対応できず、デジタノWヒの恩恵を受けることが困難な市民が生じる

ことも想定されることから、取り残さないよう支援ずる頁照且みが必要となる。

(2)取組内容

インターネット等のデジタル技術を利用できる人とそうでない人との間に情報格差

が生じないよう、様々な主体と連携して支援を行う。また、デジタノWヒに関する施策を

実施する際は、身体的、社会的、その他の様々な理由で利用できない人への対応もあわ

せて行う。

(3) 3年後の目指す状態

公共施設や地域におけるコミユニテイにおいて、デジタル技術を利用できない人をサ

ボートする仕組みが構築されている。

2 人と人とをつなぐ仕組みをつく.る

(1)現状(課題)

本市では、各地域の特色を活かした取組みが、様々な団体との連携のもとで積極的に

行われ、地域のつながりが深まっている。また、SNSの普及などにより地域だけでなく

多様なコミユニディが生まれている。一方で、少子化や高齢化に加え、新型コロナウィ

ルス感染症による社会変容は、人と人とのつながりの希薄化も招いている。

(2)取組内容

デジタルが人と人のつながりを強め、地域の大切な情報の共有や、困りごとの解決に

つながる「助け合い、支え合い」の仕組みをつくる。

(3) 3年後の目指す状態

複数の地域において、デジタル技術を活用したコミユニティ内のつながりを強める仕

組みが動き始めている。

14
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[1-1亘^iヨ暮らしを支える基盤の最適化
1 産業のスマート化を推進

(1)現状(課題)

本市は全国より早いぺースで高齢化が進んでおり、特に水産農林の分野では、従事者

数が、総人口の減少率以上に減少し、高齢化している。今後、あらゆる分野で、さらに

労働力が不足していく中で、あらゆる分野においてデジタル技術の活用は急務である。

(2)取組内容

暮らしを支える様々な産業分野において、A1やロボット、10T等のデジタル技術を活

用した品質や生産性の向上を目指す取組みを支援する。

(3) 3年後の目指す状態

複数の産業分野においてデジタル技術導入による生産性等の向上が実証され、導入が

進んでいる。

2 デジタル技術で健康をサボート

(1)現状(課題)

平均寿命の延び以上{こ健康寿命を延ばすことは、個人の生活の質の低下を防ぐ観点か

らも、社会的負担を軽減する観点からも重要となっており、体や心の健康づくりの推進

を一層図ることが必要となっている。

また、人口減少が進む中でも、誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせる環境を%佳

持することが必要となる。

(2)取組内容

ICTなどの活用により、遠隔診療や健康管理などを支援し、どこにいても安心して

暮らせる環境を実現する。

(3) 3年後の目指す状態

デジタル技術を活用した複数のサーピスカ斗是供され、心身とも健康だと感じている市

民が増えている。

゛,
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[1-ー^活躍の機会を創出
1 データ利活用の促進

(1)現状(課題)

スマートシティ泣を実現するためのカギは、行政や民間等で保有するデータを連携さ

せ、分野・組織を超えたデータ活用とサーピス提供を可能とすることであるが、本市が

保有す.る行政データについては、一部のデータのみの公開にとどまっている。

(2)取組内容

スマートシティ実現のためには、様々なデータが流通し活用される必要があることか

ら、官民の相互連携を前提としたデータ整備を行うとともに、データ利活用の促進を通

じた地域経済の活性化や地域課題の解決を図っていく。

(3・) 3年後の目指す状態

民間と行政で持続可能なデータ連携基盤の運営体制が確立され、新たなサーピスの創

出につながっている。

2 チヤレンジの場をつくる

(1)現状(課題)

GIGAスクール構想綿の推進により、プログラミング教育が充実してきているが、

教育の過程ででテクノロジーに関心を持った子どもたちが、さらに学ぴを深める場が十

分でない。また、多くの若者が就職や進学のタイミングで他都市に転出してぃる状況で

ある。今後、この状況を好転させるためには、市内のDXを牽引するICT企業のスタ

トアップを支援することなどにより「チャレンジできる場」を数多くつくっていく必

要がある。

(2)取組内容

デジタル技術への興味を深めたい子どもたちが、多様な最新のテクノロジーに触れ、

日常生活ではできない体験をしたり、思い描いていることを実現できる場をつくる。ま

た、若者が新たな価値やサーピスの創出に向け、チャレンジできる環境をつくる。

(3) 3年後の目指す状態

子どもたちがいつでも安全に、無料で最新のデクノロジーに触れられる場が提供され

ている。また、若者による起業が増加している。
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E一玉五一ー]変化に対応できる人材の育成
I GIGAスクール構想の推進

(1)現状(課題)

コロナ禍を契機に、子どもたちへの一人一台端末の配布など、学校教育におけるデジ

タノ山ヒが急速に進んでいる。今後、一人ひとりの理解度に応じた学習や各自の意見を即

時に共有し、多様な意見慥も触れられる協働学習の実現が求められている。

(2)取組内容

家庭でも安全に端末を利用できる環境を実現し、「一人ひとりに合わせた学び」や、

自他の考えを広げ、深めて、新たな考えを生み出す「創造性を育む学び」を実現する。

(3) 3年後の目指す状態

児童・生徒が課題を解決する中で、自分自身の生き方について考える力を身につけて

いる。家庭でも安全に端末を利用できる環境が実現しており、個別学習や協働学習のた

めの授業内容力畊蒼築されている。

J

2 デジタル社会を担う若者の育成

(1)現状(課題)

長崎県内の大学では、近年、情報技術系の学部が相次ぎ創設されるなど、知の拠点と

して充実してきており、デジタル人材を求めるICT企業の誘致も増加している。

一方で、新卒者の転出超過は続いており、デジタル社会を牽引していく長崎で学んだ

若者にとって魅力あるしごとの場づくりを継続するとともに・、今後ますます不足するこ
J

とが見込まれるデジタル人材の育成につぃて支援していく必要がある。

(2)取組内容

急速に変化するデジタル社会{こ対応し、未来のまちをつくるデジタル人材の育成を支

援する。

(3) 3年後の目指す状態

即戦力のデジタル人材として活躍できる実践的なカリキユラムを産学官が連携して

実施している。

■J

f

、
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[1-ー^まちの魅力向上
I XRコンデンツの創造

(1)現状(課題)

本市は、歴史や文化などボテンシャルがあるものの、十分に活かしきれておらず、顧客二

ーズに対応した資源磨きと活用、魅力あるコンテンツづくりが不十分である。デジタル社会

に対応するためには、デジタル技術と1也1或資源の融合化よって相乗効果を生み出し、これま

でにない魅力あるコンテンツを創造することが求められてぃる。

(2)取組内容

リアル(現実空間)の良さをバーチャル(イ反想空間)の利点と融合させることで、新たな

XR※4コンテンッを創造し、これまでにない体験や楽しさを提供し、.まちの魅力を向上さ

せる。

(3) 3年後の目指す状態

地域資源が磨かれ、魅力あるコンテンツとして活用されている。

2 デジタルマーケティングの推進

(1)現状(課題)

人口減少時代という局面を迎え、都市の活力を持ち続けるためには、人口減少対策ととも

に、交流人口拡大の取組みが欠かせない。旅行のスタイルが団休から個人・小グループに変

化・多様化しており、「量」より「質」を重視する必要が生じており、'きめ細やかなマーケ

ティングが求められている。

(2)取組内容

地域観光の課題、1也域事業者や訪問客二ーズをマーケティングの力で解決し、新たな観光

需要を創出する。

(3) 3年後の目指す状態

デジタルマーケティング※5でターゲットとした来訪者が増加してぃる。
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[1一璽五^スマート市役所への変革
1 スマ・'トフォンの中に市役所をつくる

(1)現状(課題)

本市は、書面・押印・対面を前提とした手続きが多く、来庁する時間や窓口での待ち時間

など市民等の時間を奪っている。

(2)取組内容

市役所に市民等が足を運ぱなくても市のサーピスを享受できる仕組みを構築し、様々な行

政サーピスをスマートフォン、パソコン、タブレットなどで利用できるよう{こする。

(3) 3年後の目指す状態

申三剤牛数が多く、市民や事業者の利便性向上の効果が高い手続きがオンライン化され、ま

た、相談等もオンラインで利用できるよう{こなり、市民等の手続きに要する手間や時間が削

減されている。

2 働き方を変革する

(1)現状(課題)

本市は、生産年齢人口が減少の一途をたどっている。そのような中でも、デジタル技

術の活用により生産性を向上することで、サービスを継続して提供できるよう、企業や

行政においてデジタノWヒの推進が求められている。

(2)取組内容

デジタル技術を活用して業務プロセス自体に変革を起こし、情報システムの標準化・

共通化や業務の自動化・ペーパーレス化など社会のデジタノWヒに対応することで、市民

の利便性向上や業務の効率化を図る。

(3) 3年後の目指す状態

新庁舎移転を契機に新たな働き方が定着しており、多くの職員がデジタル技術を活用

して業務を効率化していくという意識を持ち、スマート市役所の実現へ向け、業務シス

テムの標準化・共通化が順調に進んでいる。

゛

、
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3 セキユリティの確保及びパーソナルデータの適正な取扱い

(1)現状(課題)

都市と行政のデジタノWヒを推進することにより、様々な情報をデジタルデータとして

取扱うこととなるため、市民等が安心・安全にサービスを利用できるよう、情報セキユ

リディの確保と個人情報を含むパーソナルデータ※6の適正な管理が求められる。

(2)取組内容

デジタノWヒの推進により増加する情報やその情報を管理するシステムにつぃて、法令

等に則り適正に管理するとともに、個人情報保護法の改正など、ルールの見直しに適宜

対応し、安全安心なサーピスを提供してぃく。

(3) 3年後の目指す状態

法令等に基づいた適切な情報セキユリティ対策を講じており、その保有するパーソナ

ルデータが適正に取扱われてぃる。

※1 ニユーノーマJレ

「新しい常態」を意味し、社会に大きな変化が起こり、変化が起こる以前とは同じ姿

に戻ることができず、新たな常識が定着すること。

※2 スマートシティ

先進的技術の活用により、都市や1也域の機能やサーピスを効率化・高度化し、各種の

課題の解決を図るとともに、快適性や利便性を含めた新たな価値を創出する取組みであ

り、 society5.0が先行的に実現している場。

※3 GIGAスクール構想

Globaland lnnovatlon 団teway for A11の略。児童生徒向けの1人 1台端末と、高

速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すこ

となく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を実現させる構想。

※4 XR

VR(仮想現実)・AR(拡張現実)・MR(複部見実)など現実世界と仮想世界を融合し、

新たな体験をつくり出す技術の総称。

※5 デジタルマーケティング

インターネットやIT技術など「デジタル」を活用したマーケティングの手法。

※6 パーソナルデータ

個人の属陛情報、移動・行動・購買履歴、ウェアラブル機器から収集された個人情報

を含む個人に関する様々な情報。
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用語集

(ファイブ5G

ジー)

AI

b p s

第5世代移動通信システム。高速大容量、低遅延、多数同

時接続の特徴を持つ。

巳スボーツ

Arti打da11nte11igence の略。人工知能_。

データ転送の速度を表す単位で、1秒あたり何ビット転送

されるかを示す。インターネットや携帯電話の通信速度な

どを表す際に使われる。

GIGAスクール

構想

エレクトロニック・スボーツの略。電子機器を用いて行う

娯楽、競技、スボーツ全般を指す言葉であり、コンピユー

ターゲームをスボーツ競技として捉える際の名称。

解説

(数字・才アルファペット=五十音順)

I C T

Globaland lnnoV己tion 団tewayforA"の略。児童生徒向

けの1人1台端末と、高速大容量の通信ネットワークをー

体的に整備し、多様な子どもたちを誰一人取り残すことの

なく、公正に個別最適化された創造性を育む教育を実現さ

せる構想。

1 0 T

MICE

Information & commurlications Techn010gyの略。情報

通信技術。

Internet of ThingSの略。人を介さず、自動車、家電など
あらゆるモノがインターネットにつながり、情報のやり取

りをすること。

,

Society 5.0

P7

'

M IC Eとは、企業等の会議(Meeting)、企業等の行う報

奨・る州盧旅行(インセンティブ旅行、 1ncenuve Trevel)、

国際機関・団体、学会等が行う国際会議(convention)、

展示会・見本市、イベント(Exhibition/Event)の頭文字

を使った造語で、これらのピジネスイベントの総称。

PI

P7

狩猟社会(society l.の、農耕社会(society 2.0)、工業

社会(society 3.0)、情報社会(society 4.0)に続く、新
たな社会を指すもの。第5期科学技術基本計画で我が国が

めざすべき未来社会の姿として初めて提唱された言葉。サ

イパー空問(仮想空問)とフィジカル空間(現実空間)を

高度に融合させたシスデムにより、経済発展と社会的課題

の解決を両立する、人間中心の社会(sociew)。

P7

XR

P 16

インクルージョン

VR (仮想現実)・AR (拡張現実)・ MR (複合現実)など現

実世界と仮想世界を融合し、新たな体験をつくり出す技術

の総称。

P5

「包括」「包含」「一体性」の意味を持つ言葉。多様な人々

が互いに個性を認め、一体感を持って活動している状態。

PI

P7

P4
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'

オープンイノベー

シヨ_ノ

用語

オープンデータ

異業種、異分野が持つ技術やアイデア、サーピス、ノウハ

ウ、データなどを組み合わせ、革新的なピジネスモデル、

サーピス開発、組織改革、地域活性化等につなげるイノベ

ーションの方法論のこと。

関係人口

サーキユラーエコ

ノミー

行政や公共機関などが保有する地理空間情報、防災・減災

情報、統計情報といった公共性の高いデータのうち、「機械

判読に適したデータ形式で、二次利用が可能な利用ルール

で公開されたデータ」のこと。

サブスクリプショ

解説

地域と多様にかかわる人々を指す言葉。

シエアリングエコ

ノミー

循環型経済。製品、素材、資源の価値を可能な限り長く保

全・維持し、廃棄物の発生を最小限化する経済シスデムの

こと。

スマートシティ

定額料金を支払い利用するコンテンツやサーピスのこと。

商品を「所有」ではなく、一定期間「利用」するピジネス

モデル。

個人や企業が持つモノや場所、スキルなどの有形・無形資

産を、必要な人に提供したり、共有したりする新しい経済

の動きのことや、そうした形態のサーピスのこと。

ダイバーシティ

ページ

デジタルツイン

先進的技術の活用により、都市や地域の機能やサーピスを

効率化・高度化し、各種の課題の解決を図るとともに、快

適性や利便性を含めた新たな価値を創出する取組であり、

Society5.0が先行的に実現している場。

P9

デジタル・ディバ

イド

多様性・相違点・多種多様性などの意味を持つ言葉。

デジタル・トラン

スフオーメーシヨ

ン(D X)

P2

現実の社会から収集した様々なデータを、まるで双子であ

るかのように、仮想の空間(コンビユータ上)で再現する

技術のこと。

デジタルマーケテ

イング

P9

インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる

者と利用できない者との間に生じる格差。

P9

ニユーツーリズム

「デジタルによる変革」を意昧し、 1Tの進化にともなっ

て新たなサーピスやピジネスモデルを展開することでコス

トを削減し、働き方改革や社会そのものの変革{こつなげる

もの。

P9

インターネットやIT技術など「デジタル」を活用したマー

ケティングの手法。

P9

従来の旅行とは異なり旅行先での人や自然との触れ合いが

重要視された新しいタイプの旅行のこと。

P 16

P9

P9

P2

22

PI

P 18

P9

ン



ニユーノーマル

用語

パーソナルデータ

、

「新しい常態」を意味し、社会に大きな変化が起こり、変

化が起こる以前とは同じ姿に戻ることができず、新たな常

識が定着すること。

ピッグデータ

個人の属性情報、移動・行動・購買履歴、ウエアラブル機

器から収集された個人情報を含む個人{こ関する様々な情

報。

ワーケーション

゛

従来の構造化データ(Exce1等)と異なり、テキスト・音声・

動画・画像・SNS・webページなどから得られるデータ含

む様々な種類・形式のデータによって構成された巨大なデ

ータ群のこと。

解説

「,ワフク」と「バケーシヨン」を組み合わせた造語。観光
地やりゾート地でテレワークを活用し、働きながら休暇を

とる過ごし方。

゛

ページ

P 14

゛

P20

P4

P9
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